
　　加西市は兵庫県の南部、播州平野のほぼ中

央に位置し、姫路市や加古川市に隣接していま

す。気候は瀬戸内式に属し、平均気温は16℃前後

と温暖で暮らしやすいところです。市の西側は播磨

内陸地域最大の平坦地で、数多くのため池が点在

し、市の北側にはスギ、ヒノキなどが茂る山林が広

がり、緑豊かな自然環境にかこまれています。

　　加西市では市政の効率化、市民サービスの充

実のため、従来より業務の電子化に取り組んできま

した。ＰＣの一人一台体制と庁内LAN・WANによる

ネットワーク化も実現してきました。ところが、2003年

8月のBlasterワームの騒動により、このＰＣネットワー

クが、ぜい弱なものであるという認識を新たにするこ

とになりました。Windowsのセキュリティホールを狙っ

たウィルスからＰＣネットワークを守るためには、

Microsoft社が公開するセキュリティパッチをクライア

ントPCに速やかに適用することが緊急かつ、重要な

課題となりました。加西市企画総務部情報推進室 

深田正範氏は当時を振り返り次のように語ります。

「Blasterワームのためのセキュリティパッチについ

ては、各クライアントＰＣを情報推進室員が業務終

了後にアップデートしてまわりましたが、5人で約1

週間の作業でした。」

この作業を通じて、今後も継続して提供されるセ

キュリティパッチの人手によるアップデートは困難

であるという判断をするに至りました。そこでセキュ

リティパッチを含めたソフト自動インストールツール

の導入検討を開始しました。

　　平成15年9月頃からソフトウェア自動配布・セ

キュリティパッチ自動適用機能を持つ製品の

情報収集をし、「AssetView HYPER」を含む

3製品の比較検討を行いました。高度な機能より

は安価で簡単なものというのが前提条件でした。

官公庁は人事異動による担当入替が多く、コン

ピュータ知識の少ない職員でも運用ができるとい

うことが重要なポイントになるわけです。また、セ

キュリティパッチの自動適用に業務を絞っていま

したから、価格も大きな要素でした。各社のデモ



を見たうえで、「AssetView HYPER」に決定しまし

た。まさに「AssetView HYPER」のキャッチフレー

ズである簡単導入、簡単運用そして低価格と

いう諸点が評価されたのです。

  平成16年3月にサーバを導入し、その後テスト

を行い徐々に導入をすすめていきました。システ

ム構成としてはサーバ1台、管理者端末一台、

クライアントＰＣ328台という規模で運用を開始し

ました。担当者の多くはＰＣの専門家ではなく

ネットワーク構築の経験もありませんでした。ま

た、庁内のＰＣもWindows95、98、NT、ME、

2000、XPと家庭用OSから業務用まですべての

Windows OSが網羅されており、かつ、ハードウェ

アスペックも多様であったため、いくつかの問題

が発生しました。例えばスペックの低いＰＣにお

いて起動時に従来より時間がかかったり、LANに

接続されていないときに（Windows）のexplorerが

フリーズしたりといったことで、セキュリティ強化の

必要性への理解が低い職員からは苦情が寄せ

られたりしました。しかしながら設備等の環境面

におけるセキュリティ強化も、職員のセキュリティ

意識の向上も、避けては通れない問題であり、

今回の「AssetView HYPER」の導入が、これらの

解決に向かう一つのきっかけにはなったと考えて

います。

　　導入効果は何といっても担当者一人で一元

的にセキュリティパッチがあてられることです。い

ままで、室員が一台一台まわってあてていたこと

を考えれば、時間と経費の大きな削減につな

がっています。1回のセキュリティパッチ適用のた

めに5人の担当者が1週間残業するわけで、今後

もセキュリティパッチが次々にでてくることを想定

すると、多くの時間とコストがかかるはずです。

AssetView HYPERはその労力を削減できるわけ

ですから、将来にわたり大きな効果を生みだすも

のと期待されます。

　　また、当初はあまり期待していなかった、ＰＣ

資産情報も手作業による集計と比べ、正確かつ

迅速に集計できるようになりました。PC毎のアプ

リケーション情報やハードウェアのスペックなど、

従来取得することが難しかった情報も簡単に管理

可能となりました。

「現在、OSをXPへ移行する計画ですが、Asset

View HYPERのソフト・ハード情報取得機能を使

えば、計画から更新実施まで効率よく作業がで

きるはず」と深田氏は期待しています。

　　加西市では今後とも庁内ネットワークの一層

のセキュリティ強化を図っていく予定です。特に

個人情報保護法の制定にともないＰＣの利用制

限の必要性はますます強くなっています。例え

ば、データの書き出しと外部持出しを防ぐために

各ＰＣのI／Oデバイス（CD／DVD／MO等）の使

用制限をかけるなどの措置を一元的に実施・管理

することが望まれています。

　　セキュリティパッチの適用を始め、ツールによ

る一元管理を進めていく上で、段階的に拡張でき

るAssetView HYPERの機能拡張に大いに期待

しています。
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